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ｎ宇治市役所
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印刷所新進堂印刷

市の人口
4月1日現在）

43，284世帯
180庶帯増

148，101人

74．417人

73，684人
768人増

数
比
口
男
女
比
帯
月
月

世
前
人
前

面積
．67．29＼社旦乙二些

選
挙
公
報
の
置
い
て
あ
る
場
所

〔
菟
逗
・
明
星
町
〕

落
貧
館
・
三
斉
鷺
（
丸

山
3
7
）
・
明
星
集
余
…

〔
志
潭
川
・
笠
取
〕

喜
撰
会
館
・
東
笠
取
簡
易
郵
箆

〔
宇
治
〕

川
東
公
民
館
・
宇
治
可
民
血
・

塑
蘭
内
所
・
義
脚
保
餌
・
山

城
学
校
建
殴
公
社
（
市
分
庁
會
）

・
宇
治
市
徊
Ｉ
符
・
若
宮
集
会

所
・
半
白
集
余

〔
白
川
〕

白
川
公
民
館

〔
神
明
〕

神
辱
貧
掘
・
老
人
惣
の
家

〔
槙
島
町
〕

槙
島
＜
≪
！
ｇ
＜
Ｋ
ｉ
ｎ
ｉ
川
心
罠
館
・

酉
目
川
公
氏
館
・
紫
ヶ
丘
公
氏
館

Ξ
軒
家
公
民
館
、

〔
小
倉
町
〕

う
さ
ぎ
堂
（
西
浦
8
8
）
・
小
倉
公

民
餌
・
西
山
集
台
£
・
遭
池
申
集

＜
（
1
5
≪
西
小
倉
集
ふ
所

〔
伊
勢
田
町
〕

酉
小
倉
保
育
所
・
砂
田
集
会
所
・

伊
勢
田
公
民
館
・
西
宇
治
男
防
分

暑
・
名
木
集
会
’
…

〔
関
町
・
剛
陵
町
〕

開
公
氏
館
・
用
陵
堡
蕭

〔
広
野
町
〕

広
野
公
民
館
・
広
野
集
会
所
・
緑

ヶ
原
集
会
所

〔
大
久
保
町
〕

大
久
保
幼
稚
園
・
同
胞
保
育
園
・

酉
大
久
保
集
全
肛
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八
日
の
投
票
で
府
議
会
議
員
選
挙
か
終
り
ま
し
た
が
、
明
日
十
二
日
に
は
市
議
会

議
員
選
挙
が
告
示
。
十
日
間
に
わ
た
る
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
市
議
選
は

今
後
四
年
間
の
宇
治
市
政
に
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
。
四
月
二
十
二
日
の
投
票
日
に
は
、
有
権
者
み
ん
な
か
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
も
　
も
れ
な
く
投
票
を

宇
治
市
議
会
碩
員
一
般
選
挙
は
四

月
十
二
日
に
告
一
害
れ
、
四
月
二
十

二
日
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

〔
六
地
蔵
・
木
幡
〕

六
地
蔵
公
会
堂
・
北
木
柵
集
会
肌

御
蔵
山
集
＜
≪
！
£
・
岩
田
書
店
（
御

園
2
0
）
・
密
露
店
（
酉
中
1
2
）

木
幡
保
育
所
・
南
山
集
会
臍
・
用

木
幡
集
会
町

〔
五
ヶ
庄
〕

黄
聚
栞
局
（
芝
ノ
東
3
9
）
・
大
和

田
公
会
堂
・
西
岡
屋
会
鄭
・
黄
果

公
園
車
窓
一
所
・
山
崎
幸
一
さ
ん
宅

（
福
角
2
6
）

不
在
者
投
票

3月

定例会

投
票
日
に
、
有
権
者
が
投
票
所
に

行
っ
て
投
果
す
も
の
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
投
票
日
当
日
、
仕
事
な

ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
投
票

1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1一

や
き
Ｉ
ｊ

糾
昭
ｒ
き
ｆ

鯛
Ｍ
ｒ
さ
・
‘
。
ｊ
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一

所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者

投
累
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
在
者
投
票
で
き
る
の
は
、
土
議

日
・
日
躍
日
・
祝
日
を
含
め
て
四
月

十
二
日
か
ら
四
月
二
十
一
日
ま
で
の

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で

す
。ま
た
、
一
定
の
身
体
上
の
障
害
が

あ
2
＞
’
身
体
障
萱
旱
帳
や
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

郵
便
に
よ
っ
て
Ｋ
在
者
投
票
奪
忌

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
選

挙
管
1
頁
会
の
発
行
す
Ｍ
Ｏ
郵
便
投

票
証
明
Ｓ
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
で

発
行
済
の
郵
便
投
票
証
明
書
の
う
ち

有
効
期
限
が
切
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
確
め
る
な
ど
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
ｌ
ｙ
期
間
も
考
慮
し
て
早

め
に
手
続
さ
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
投
票
用

紙
の
爾
求
は
、
四
月
十
八
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

選
拳
管
珊
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。投

累
整
理
券

投
票
整
理
券
は
、
湛
挙
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
と
投
票
事
窃
の
円
滑
化

の
た
め
に
お
届
け
し
て
い
る
も
の
で

す
。も
し
、
届
か
な
か
っ
た
り
、
紛
失

さ
れ
た
り
し
て
も
名
簿
に
且
取
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
ｓ
ａ
揺
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。選

挙
公
報

宇
治
市
議
会
議
員
の
選
挙
公
報
は

四
月
十
八
日
の
朝
日
・
毎
日
・
銃
売

・
ナ
ン
ヶ
イ
・
日
本
経
済
・
京
都
新

聞
の
朝
刊
に
折
吟
込
ん
で
お
届
け
す

る
予
定
で
す
。
新
聞
老
駁
り
で
な

い
世
帯
に
は
直
接
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
選
築
公
報
が
届
か
な
か
っ

た
場
合
は
、
右
の
と
こ
ろ
に
Ｉ
い
て

あ
り
ま
す
の
で
自
由
に
お
取
り
く
だ

Ｖ
ｊ
ｉ
Ｑ
か
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

投
票
の
注
意
点

投
果
用
紙
に
は
、
候
禰
者
の
氏
名

を
一
人
だ
け
審
い
て
く
だ
さ
い
。

二
人
以
上
の
候
禰
者
の
氏
名
を
Ｗ

い
た
も
の
や
余
計
な
こ
と
を
Ｓ
い
た

も
の
な
ど
は
無
効
投
票
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

ヽ
◇

そ
の
他
不
明
な
点
や
疑
問
が
あ
れ

ば
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
気
脛
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
四
年
三
月
宇
治
市
議
会

定
例
会
は
、
三
月
二
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で
の
二
十
五
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
昭
和
五
十
四
年

度
一
般
会
計
予
算
宕
七
十
億
四
百

十
四
万
三
千
円
）
お
よ
ぴ
、
水
道
事

業
・
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
四
狩

別
会
叶
于
算
・
二
事
業
会
計
予
算
（

四
十
九
唯
八
千
七
百
五
十
一
万
二
千

円
）
を
は
じ
め
と
し
た
二
十
八
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

招
集
日
の
三
月
一
百
に
は
、
市
長

の
拓
政
方
針
脱
明
、
一
般
会
叶
予
算

や
特
別
会
計
予
算
な
″
午
六
議
案
の

提
案
脱
明
が
行
わ
れ
、
請
願
一
件
と

と
も
に
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
八
日
に
は
、
五
十
三

年
度
一
般
会
計
禰
｝
’
挙
算
な
ど
九
議

案
の
提
案
説
明
が
行
わ
れ
、
う
ち
一

爾
案
を
委
員
会
付
託
と
し
ま
し
た
。

三
月
十
二
日
に
は
、
八
隅
案
の
番

議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
二
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け

て
は
、
各
会
針
予
算
な
ど
の
議
案
付

託
を
う
け
た
予
薫
特
別
委
員
会
を
は

じ
め
、
各
常
任
・
特
別
委
員
会
が
開

か
れ
、
付
託
議
案
や
晴
願
な
ど
に
つ

い
て
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
は
、
一
股
質
問
が
行

わ
れ
、
六
人
の
礒
員
が
登
壇
し
、
市

政
全
股
・
市
民
牛
居
・
教
育
問
題
を

は
じ
め
と
し
ｍ
．
発
な
質
問
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
六
日
に
は
、
予
算
符
別
委
員

〇
同
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
叶
予
算

○
同
、
農
業
共
済
事
業
会
計
予
算
。

0
同
、
水
道
事
菜
会
計
予
算

Ｏ
市
税
条
例
の
一
都
改
正
（
納
期
に

つ
い
て
の
特
例
を
殴
け
る
も
の
）

〇
員
業
共
済
条
例
の
一
都
改
正
（
農

業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
お
よ

ぴ
地
方
盆
是
業
法
の
一
部
適
用

Ｏ
水
稲
無
事
戻
し
金
の
交
付
（
五
百

六
十
八
名
）

〇
都
市
公
園
粂
例
の
一
部
改
正
（
公

園
の
帰
属
に
伴
う
も
の
）

〇
市
道
路
線
認
定
（
三
十
八
路
線
）

〇
昭
和
五
十
三
年
度
一
般
会
叶
禰
正

予
算
（
第
七
号
）

○
同
、
農
業
共
済
事
業
符
別
会
計
禰

正
予
算
（
第
三
号
）

5
4
年
度
予
算
等
を
可
決

Λ
可
決
・
同
案さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
昭
和
五
十
四
年
度
一
股
会
計
予
算

Ｏ
同
、
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会

叶
予
算

Ｏ
同
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

叶
予
算

Ｏ
同
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

に
伴
う
も
の
）

〇
職
員
定
歎
粂
例
の
一
郎
改
正
（
職

員
定
数
の
改
正
に
伴
う
も
の
）

〇
奨
学
資
命
一
賃
与
条
例
の
一
部
改
正

（
篤
志
者
奨
学
草
警
司
制
定
に

伴
う
も
の
）

〇
ｍ
共
済
事
業
事
務
費
賦
課
必
一
の

賦
課
総
額
お
よ
ぴ
Ｍ
課
単
価
を
定

め
る
に
つ
い
て

○
同
、
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会

叶
棉
ｍ
－
算
（
第
一
号
）

〇
同
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
叶

想
乖
鼻
（
第
二
号
）

〇
同
、
住
宅
新
築
資
｛
一
一
等
賃
付
事
葉

狩
別
会
叶
補
1
＊
8
；
（
第
二
号
）

ｏ
同
、
水
道
Ｗ
Ｍ
Ｈ
計
補
ｍ
－
ｖ
ｋ
（

第
二
号
）

○
篤
志
者
奨
学
葵
器
例
の
制
定
（

基
金
粂
例
の
一
本
化
に
伴
う
も
の

ｏ
財
麗
取
得
（
四
校
の
施
設
取
得
に

伴
う
も
の
）

ｏ
市
立
学
校
設
倣
に
関
す
～
粂
例
の

一
部
ａ
正
（
市
立
大
久
保
幼
稚
園

平
媒
分
園
の
開
殷
に
伴
う
も
の
）

ｏ
固
定
賢
屋
評
価
番
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
（
今
西
貞
雄
氏
）

ｏ
宇
治
市
議
会
会
議
規
則
の
全
部
改

正
（
標
準
会
議
規
則
に
基
づ
き
改

正
す
久
石
の
）

ｏ
宇
治
市
議
会
委
員
会
条
例
の
全
部

改
正
（
標
串
委
員
会
条
例
に
基
づ

き
改
正
す
る
も
の
）

Λ
否
決
さ
れ
た
議
案
ｖ

Ｏ
Ｊ
ｅ
ｆ
ｃ
ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
保
育
料
条
例
の
一
部

改
正
ヽ

Ａ
採
択
さ
れ
た
請
願
ｖ

ｏ
私
立
幼
稚
園
の
振
興
助
成
に
関
す

る
請
願

ｏ
宇
治
市
私
立
幼
稚
園
就
園
助
成
増

額
等
の
請
願

ｏ
都
市
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
の

〇
京
阪
木
幡
駅
・
熊
小
路
踏
切
遭
の

改
良
お
よ
ぴ
自
転
軍
一
場
設
皿
に

つ
い
て
の
爾
願

○
宇
治
久
世
地
颯
の
医
療
体
制
と
医

摩
内
容
の
改
善
向
よ
丘
縫
予
防

行
政
の
充
哭
強
化
を
求
め
る
爾
願

〇
道
路
整
備
に
関
す
Ｓ
爾
願

〇
六
地
蔵
地
域
総
合
街
づ
く
り
に
関

す
芯
爾
願

Ｏ
通
学
道
路
な
ら
ｂ
に
忠
嬉
旛
に

安
余
簒
簑
め
＆
請
願

○
市
道
広
芝
炭
山
線
道
路
拡
幅
お
よ

ぴ
歯
霞
置
の
実
現
に
つ
い
て
の

爾
願

（
）
宇
治
志
津
川
線
（
宇
治
川
右
岸
逍

路
）
の
一
部
遭
路
拡
幅
と
待
避
所

設
置
の
爾
願

（
）
特
殊
健
康
診
断
の
実
施
等
を
要
求

す
名
請
願

〇
宇
治
市
立
菟
遭
第
二
小
学
校
の
全

面
移
転
改
築
を
求
め
る
爾
願

議
会
だ
よ
り

投票日は4月22

日
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5月5日．6日に開催

消
費
賢
一
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
今
後
一
年
間
、
活
躍
し
て

い
た
だ
く
宇
治
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ

ー
二
十
五
人
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま

し
た
。
そ
一
タ
ー
の
方
に
は
、
日
常

の
買
物
を
通
し
て
消
費
間
題
の
意
見

や
苦
情
を
随
時
的
に
出
し
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
試
買
調
査
や
灯
油
価
格
調

査
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
消
費
生
活

は
、
不
況
の
な
か
の
物
価
高
で
春
ら

し
に
く
く
な
る
一
方
。
さ
ら
に
は
欠

陥
商
品
や
有
害
食
品
、
誇
大
広
告
、

流
通
機
構
の
問
題
を
は
じ
め
、
最
近

で
は
自
動
販
売
機
の
食
品
の
安
全
性

も
社
会
問
題
化
し
、
数
多
く
の
消
費

者
問
題
が
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
う
ず

ま
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
消
質
問
題
は
、
’
と
も
す

れ
ば
弱
い
立
場
に
あ
る
消
費
者
に
、

出展作品を募集中
一
方
的
に
被
害
が
し
わ
よ
せ
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も

54年度　消費生活モニタ－名簿

昨年暮れのモニターの試買調査

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
賢
い
消
費
者

と
な
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宇
治
市
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
か

ら
消
費
生
活
モ
‘
一
タ
ー
の
制
度
を
発

足
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
に
百
四
十
人
の

方
が
担
当
。
試
買
調
査
に
よ
っ
て
劣

瓢
な
商
品
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
灯

油
価
格
の
地
域
差
を
公
表
す
る
な
ど

幅
広
く
活
頑
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
制
度
を
よ
り
い
っ
そ

う
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
消
賢
生

活
で
ご
意
見
・
苦
情
が
あ
り
ま
し
た

ら
市
役
所
商
工
観
光
課
、
ま
た
は
お

近
く
の
モ
’
一
タ
ー
の
方
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

電話番号

31－5618

31－5677
33－0232

32－8694

32－5961

32－1575
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幸
子
子
子
代
子
子
代
子
子
子
子
子
子
子

清
ら
文
佳
節
χ
澄
ｍ
こ
四
難
裕
泰
文
庫

むつみ伊勢田町名木1丁目1－282
松下電器マ1ンシａン103

田
本
田
地
内
村
上
坂
部
黒
田
山
井
藤
下
上
木
田
宇

安
山
沢
宮
督
倉
三
岸
井
野
矢
宮
江
浦
外
今
内
山
西
杉
岩

一一

一

一

こ
と
し
は
、
国
際
児
童
年
に
あ
た

っ
て
お
り
、
児
童
作
品
の
絵
画
や
写

真
、
工
作
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
ぶ
対
象

に
し
た
行
事
冷
持
別
に
φ
箇
し
て
い

ま
す
。この

市
民
文
化
祭
で
募
集
し
て
い

る
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ど
し

ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
児
童
作
品
・
：
絵
画
、
写
耳
、
工
作

な
ど
の
作
品

▽
生
花

▽
絵
画

▽
写
耳
。

’
・
テ
ー
マ
作
品
『
ヱ
い
ど
も
』

・
自
由
作
品

白
黒
・
カ
ラ
ー
と
も
四
ツ
切
で
す
。

Ｈ
】
色
紙
・
短
冊
書
き

▽
手
芸
・
・
・
押
絵
、
ペ
ー
パ
ー
グ
ラ
フ

ト
、
ア
Ｆ
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

出
品
を
ｔ
望
さ
れ
る
人
は
、
四
月

十
五
日
～
二
十
八
日
の
間
に
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
の
第
十
二

回
春
の
市
民
文
化
祭
事
晋
局
ま
で
お

麻
し
ん
予
防
接
種

医
療
機
関
を
変
更

身
体
障
害
者
に

郵
便
ハ
ガ
キ

44－4257

44－3314

蔭田23－8

且椋50－1月ｆ

山ノ内－2

山ノ内1－1

子
子
枝
子

昌
蓉
和
和

松
尾
林
田

戸
増
小
須

”

久

”

”

－－

－－

こ

大久保町且椋50－ｌ府住29－41143－9658

申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
品
の

搬
入
は
、
五
月
四
日
午
後
三
時
～
六

時
で
、
撤
去
は
六
日
午
後
四
時
～
六

時
で
す
。
（
社
会
教
育
課
）

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

▽
う
ら
ら
か
な
春
の
一
日
Ｉ
Ｉ
ご
家
族
で
ハ
イ
キ
ン
グ
は
い
か
が
で
す
か
。
急
テ
△

▽
ン
ポ
で
忙
し
い
毎
日
を
す
ご
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、
豊
か
な
自
然
は
き
っ
と
安
△

▽
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
宇
治
市
に
は
幸
い
東
海
1
然
歩
道
な
△

▽
ど
す
ぐ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
家
族
△

▽
向
き
の
大
吉
山
コ
ー
ス
、
健
脚
向
き
の
笠
取
西
が
わ
縦
走
コ
ー
ス
の
二
つ
を
紹
△
‘

▽
介
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
体
力
に
合
わ
せ
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。
△

強
調
運
動
に
ち
な
み
。
冑
い
鳥
’
の

意
匠
の
2
0
円
郵
便
葉
書
を
4
月
2
0
日

に
発
行
し
ま
す
が
、
そ
の
一
部
を
重

度
の
身
体
障
害
者
の
方
に
無
料
で
配

布
し
ま
す
。

対
象
は
一
級
・
二
級
の
身
体
障
害

者
の
方
で
、
4
月
1
日
現
在
で
脚
6

歳
以
上
の
人
で
す
。
希
望
さ
れ
る
人

は
、
近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者

手
帳
ｍ
宗
し
、
所
定
の
用
紙
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
代
理
人
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
攻
致
は
一
人
に
つ
き
2
0
攻

ま
で
で
す
。

（
宇
治
郵
便
局
）

家
族
向
き

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
こ
ん
な
道
し
る
べ
が
…

カ
吉
山
の
頂
1
は
、
宇
治
川
一
帯
の

貴
族
別
菜
の
地
が
展
望
で
晦
る
広
場

で
、
子
ど
も
た
ち
も
思
う
｛
双
延
べ

４
と
こ
ろ
だ
。

興
聖
寺
へ
は
、
頂
上
か
ら
さ
ら
に

仏
徳
山
へ
続
ぐ
奥
の
這
を
行
ぐ
と
よ

い
。
（
約
一
時
間
）

～
～
大
吉
山
コ
ー
ス
～
～

履
宇
治
橋
－
（
平
地
Ｏ
・
7

＆
）
ト
宇
治
神
社
－
（
0

・
Ｃ
Ｍ
ｉ
Ｊ
）
ト
大
吉
山
登
り

口
Ｉ
（
上
り
Ｏ
・
5
㎞
）
’
。

大
吉
山
頂
上
－
（
Ｏ
・
5

㎞
）
－
仏
徳
山
‐
（
下
り

Ｏ
・
5
ｉ
ｎ
ｊ
ｉ
）
1
興
聖
寺
浜

Ｉ
．
（
平
地
Ｏ
・
6
知
）
．
Ｉ

宇
治
橋

健
脚
向
き

716

春の市民文化祭
第
十
二
回
春
の
市
民
文
化
祭
が
五

月
五
日
、
六
日
の
両
日
、
宇
治
市
公

民
館
（
市
民
会
館
）
お
よ
び
宇
治
神

社
を
会
場
に
催
さ
れ
ま
す
。

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
　
2
5
人
決
ま
る
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ギ
タ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
で

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
広
場

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
＝
Ｎ
．
＼
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
0
－
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。
公

民
館
で
は
、
こ
の
広
場
を
4
回
開
設

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
皆
ん

ミゝ～Ｓｒ・．●．・』
ノミＩＷ・．芦ヽ’ 4 － Ｓ メ ｀ － へ ． 4 ● － 4 － ぞ ’ ｀ ・

な
で
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
活
動
を

続
け
＆
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
程

・
4
月
2
0
日
（
金
）
自
己
紹
介
・
合

力
働
Ｍ
準
法
は
、
昭
和
二
十
二
年

九
月
一
日
に
当
行
さ
れ
、
こ
と
し
で

三
十
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
同
慧
準
法
は
、
賃
金
、
就
業

時
間
、
休
息
、
そ
の
ほ
か
労
働
条
件

の
ａ
低
の
Ｍ
眼
を
定
め
、
労
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｖ
’
5

保
護
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
Ｍ
準
法
の
内
容
を
『

や
さ
し
い
労
ｇ
教
室
』
と
し
て
。
・
ｉ
＝
Ｎ

Ｉ
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
労
働
基
準
法
の

で
き
た
わ
け
Ｖ

昔
は
、
労
働
者
の
賃
金
や
？
；
ｉ
ｇ
時

間
な
ど
の
労
働
条
件
が
た
い
へ
ん
ひ

ど
い
も
の
で
し
た
。
労
働
者
は
長
い

時
一
問
、
安
い
賃
金
で
、
し
か
も
不
衛

生
な
と
こ
ろ
で
働
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
げ
く
病
気
に
な
っ
た
り
、
け

が
を
し
た
り
す
る
と
何
の
Ｓ
ｔ
ｖ
＞
Ｋ
；

れ
ず
、
す
ぐ
さ
ま
ク
ビ
に
な
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
ｓ
＞

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
が
進
歩
す

る
に
つ
れ
て
紅
済
の
し
く
み
も
＆
1
わ

1

Φ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

公民館

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｇ

・
4
月
2
7
日
（
金
）
合
奏
練
習
口

・
．
5
月
1
1
日
（
金
）
合
奏
練
習
圓

・
6
月
1
8
日
（
Ｍ
）
合
ｍ
習
倒

（
写
耳
は
Ｈ
Ａ
Ｊ
4
）
≪
れ
で
に
ぎ
わ
う

賃
ボ
ー
ト
）

障
し
。
て
い
ま
ず
。

労
働
ｍ
法
は
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
か
ら
つ
く
ら
れ
た
働
く
も
の
の

た
め
の
法
律
で
あ
る
の
で
す
。

Ａ
労
働
条
件
の
保
護
Ｖ
．

労
働
ｍ
法
は
、
賃
金
、
就
業
時

間
、
休
息
そ
の
他
の
労
働
条
件
の
最

低
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
す
。
大

企
菜
で
あ
っ
て
‘
吊
小
企
業
で
あ
っ

て
も
、
ま
た
工
場
や
事
務
所
、
商
店

Ｌ
ト
ー
ト
し
に
‐
問
Ｕ

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

合
奏
練
習
は
、
・
民
話
や
や
さ
し

い
オ
リ
ロ
ナ
ル
曲
な
ど
を
つ
か
い

ま
す
。
ギ
タ
ー
か
マ
ン
ド
リ
ン
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
・
・
・
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～

9
時
ま
で

▽
会
場
・
・
中
陰
沢
罠
館
（
市
民

会
館
）

▽
対
象
・
・
・
市
民
か
市
内
に
通
助
・

通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

で
、
少
し
ギ
タ
ー
か
マ
ン
ド
リ
ン

の
弾
け
る
人

▽
指
導
・
・
・
エ
ル
マ
ノ
ー
マ
ン
ド
ジ

ン
オ
ー
ケ
ス
ト
Ｉ
ｔ
Ｎ
＝
＼
－
ダ
ー
岡
本

茂
樹
さ
ん
Ｉ

希
望
の
人
は
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

宇
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
Ｌ
9
、

京
都
府
で
は
、
昭
和
5
4
年
度
か
ら

就
学
の
援
護
を
は
か
る
た
め
、
奨
学

金
や
入
学
次
屁
金
を
支
給
す
る
制
度

を
発
足
さ
せ
ま
す
。
こ
の
制
改
は
、

教
育
を
受
け
る
権
利
や
教
育
の
機
会

こ
の
ｍ
ｍ
由
と
し
て
労
働
条
件

を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
労
働
者
と
便
用
者
は
、

対
等
な
交
抄
で
、
こ
の
Ｍ
準
を
上
回

る
労
働
条
件
を
定
り
台
よ
う
に
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Λ
労
便
関
係
Ｖ

労
働
者
は
使
用
者
に
身
ぐ
る
み
履

わ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
者
は
労
ｍ
提
供
し
て
賃
金

労
働
条
件
の
最
低
基
準

り
、
働
く
こ
と
の
内
容
も
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
人
は
人
と
し

て
ｓ
ａ
ｍ
れ
、
人
闘
ら
し
い
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。日
本
国
ほ
法
第
二
十
五
条
は
、
「

す
べ
て
国
民
は
Ｓ
ｅ
ａ
で
文
化
的
な

ｔ
＆
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有

す
る
」
と
明
‐
り
か
に
糊
利
と
し
て
保

で
あ
っ
て
も
、
一
人
で
も
労
働
者
を

屈
っ
て
い
れ
ば
適
川
さ
れ
ま
ず
。
使

用
者
は
、
労
勁
Ｍ
卒
法
で
定
め
る
Ｍ

準
以
下
の
労
働
以
下
の
労
働
条
件
で

労
働
者
を
勁
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
。
こ
れ
に
違
反
し
た
拗
合

自
動
的
に
こ
の
法
律
の
ｍ
ま
Ｃ
引

上
げ
ら
れ
ま
す
し
、
使
用
者
は
処
剖

を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
枕
川
者
は

’
ｍ
ｏ
こ
と
か
ら
、
就
菜
中
は
便
用

者
の
ｍ
ｍ
下
に
お
か
れ
ま
す
が

労
ａ
ｓ
ｉ
と
使
川
者
の
関
係
は
、
労
ｓ

ｔ
μ
労
働
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
使
用
者
が
こ
れ
に
対
し
て
賃
命
｛

を
支
払
う
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
宮
（
旁
偏
力
死
μ
の
関

係
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
で
す
か
ら

不
合
理
な
理
由
に
よ
る
差
別
的
取
扱

い
や
9
働
者
の
ｍ
ｉ
に
反
し
て
働
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

前
回
は
老
人
ホ
ー
ム
の
活
動
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
京
阪
三
室

戸
駅
近
ぐ
に
あ
る
障
害
児
の
母
子
通

園
厖
設
「
宇
治
福
祉
園
」
の
活
動
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

宇
治
福
祉
園
は
、
障
害
を
も
つ
子

ど
息
災
切
な
乳
幼
児
期
の
保
育
を

通
じ
て
、
成
長
し
発
達
牽
と
げ
て
い

く
た
め
に
専
門
的
な
援
助
を
行
う
加

殴
で
、
現
Ｅ
の
定
員
は
四
十
人
。
障

日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
公
民
館
）

京都府

均
等
の
趣
旨
か
ら
、
経
済
的
理
由
で

高
等
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
子
弟
を
対
象
と
す

る
も
の
で
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
福
祉
課
ま
で
お

せ
た
り
す
ら
こ
と
な
ど
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
労
働
Ｍ
準
法
は
、
こ
の
た

め
に
い
く
つ
か
の
規
定
を
し
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
使
川
者
は
労
働
者

の
国
籍
、
宗
教
や
政
治
に
つ
い
て
の

考
え
方
、
社
会
的
身
分
が
ど
・
う
で
あ

ろ
う
と
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
労
3

条
件
に
つ
い
て
差
別
を
し
た
り
、
女

子
の
労
働
者
で
§
石
と
い
う
理
由
で

男
子
の
労
働
者
よ
り
賃
金
を
低
く
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
強
制
労
働
を
さ
せ
る
こ
と

労
働
者
が
会
社
に
損
害
を
与
え
た
拗

合
に
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
金
額
の
賠

償
金
を
文
払
う
こ
と
を
約
束
さ
せ
き

こ
と
、
働
く
こ
と
を
条
件
に
労
働
者

に
お
金
を
貸
し
こ
れ
を
後
で
賃
金
か

ら
羞
引
く
こ
と
、
扁
入
れ
の
条
件
と

し
て
労
幼
者
に
社
内
貯
金
を
強
制
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
人
で
も
労
働
者
の
賃

金
の
上
前
を
は
ね
て
は
い
け
な
い
の

で
す
。

（
交
通
労
政
課
）

害
児
と
説
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

ま
す
か
、
障
害
児
の
幼
い
兄
弟
た
ち

の
世
話
な
ど
を
す
る
中
で
親
た
ち
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
主
な
ね
ら
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
、
障
害
児
へ
の
理
解
を
深
め

宇
治
福
祉
園

地
域
づ
く
り
へ
奮
闘

り
、
ま
た
、
現
実
と
の
。
格
闘
’
の

場
と
し
て
貴
重
な
役
割
り
を
も
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
励
は

療
育
の
一
部
旁
手
伝
う
こ
と
も
1
§
2
＞

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
ｍ
…
…
昭
和
5
4
年
度
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
子
弟
で
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校

高
等
専
門
学
校
な
ら
び
に
盲
字
校

お
よ
び
聾
学
校
の
高
等
部
に
就
学

し
て
い
る
人

1 0

▽
支
給
額

・
奨
学
金
…
…
国
・
公
立
全
日
制
・
定

時
制
‐
月
額
八
千
円
。
国
公
立
高

等
。
専
門
学
校
＝
月
額
一
万
円
。
私

。
立
全
日
制
＝
月
額
二
万
六
千
円
。

私
立
定
時
制
‐
月
額
一
万
九
千
円

通
信
制
ｎ
月
額
七
千
円
。

・
入
室
又
庇
金
…
…
国
公
立
＝
五
万

五
千
円
。
私
立
全
日
制
Ｈ
十
六
万

て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
親
を
地
颯

で
支
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
哭

感
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
微
力
な
活
動
し
か
で
き

円
。
定
時
制
Ｈ
十
二
万
円
。
通
信

制
ｎ
四
万
円
。

▽
申
晴
手
続

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
支
給
申
請
書

に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
在
学
証

明
書
と
家
族
全
員
の
市
民
税
非
課

税
証
明
書
（
市
民
税
課
で
受
け
て

く
だ
さ
い
）
を
添
え
て
、
6
月
1

日
か
ら
6
月
9
日
ま
で
に
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
・

な
お
、
6
月
9
日
以
後
に
申
請

の
場
合
、
受
理
し
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
奨
学
金
は
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
入
学
高
器
一
は
支
給
さ
れ
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

4
月
2
4
日
ま
で

昭
和
五
十
四
年
度
の
ｌ
ａ
ａ
ｉ
ｉ

税
（
補
充
）
台
帳
の
縦
ら
ん
を
四
月

二
十
四
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
次
の
職
種
の
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
ず
。

募
集
人
員
は
い
ず
れ
も
採
川
候
補

者
名
簿
1
Ｍ
≫
定
人
員
で
す
。

▽
一
般
事
務
職
＝
昭
和
2
9
年
4
月
2

日
～
3
6
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ

た
人
で
、
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん

が
高
等
学
校
卒

土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
人
に
は
固
襄
屋
祝
が

か
か
り
ま
す
。
こ
の
縦
ら
ん
は
、
課

1
名
。

▽
清
掃
作
業
員
＝
昭
和
1
8
年
4
月
2

日
～
3
6
年
4
月
1
3
1
に
生
ま
れ
た

男
子
。
3
名
。

▽
保
育
所
川
5
員
＝
昭
和
1
3
年
4
月

て
い
ま
だ
｀
が
、
宇
治
福
祉
園
｀

ま
る
人
た
ち
に
さ
さ
や
か
で
も
協
力

し
て
い
こ
う
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
ポ
ラ
ン
テ
″
ア
活
励
に
参
加

し
て
い
る
人
が
少
な
い
の
も
実
情
で

す
。宇

治
福
祉
園
は
、
障
害
児
や
親
た

ち
の
地
Ｓ
＼
ン
タ
ー
と
し
て
積
極
的

に
社
会
へ
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
障
害
児
が
こ
れ
か
ら
社
会
的

に
自
立
し
て
い
く
上
で
、
よ
り
よ
い

施
設
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
の
価
格

な
ど
を
記
戴
し
た
課
税
台
帳
を
一
定

期
間
、
無
料
で
見
て
い
た
だ
け
る
制

度
で
す
。

土
地
の
地
目
変
換
や
家
屋
の
新
・

増
築
な
ど
を
さ
れ
た
方
、
土
地
や
家

屋
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ

い
。な

お
、
土
地
の
評
価
に
つ
い
て
は

登
記
地
目
に
関
係
な
く
現
況
に
よ
る

評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
期
間
・
：
四
月
五
日
～
四
月
二
十

五
日
、
受
付
時
間
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
（
土
曜
日
、
日

曜
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

▼
場
所
・
・
・
市
役
所
一
階
の
資
産
税

課
▼
不
服
の
申
し
出
…
…
価
格
な
ど
に

不
服
の
あ
る
人
は
、
固
定
資
産
評

価
審
議
委
員
会
に
不
服
の
申
し
出

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

五
月
四
日
ま
で
に
文
書
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
資
産
税
課
）

圧
電
気
工
ｍ
士
の
資
格
を
有
す
る

男
子
。
1
名
。

試
験
は
4
月
2
9
日
（
日
）
午
前
9

時
か
ら
宇
治
中
学
校
で
行
い
ま
す
。
・

受
験
の
申
込
み
は
匝

市
職
員
を
募
集

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。
5

名
。

▽
回
護
細
1
1
昭
和
1
8
年
4
月
2
日
～

3
6
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
で

召
護
如
の
資
格
を
有
す
る
女
子
。

受
付
は
4
月
1
6
日
～
2
1
日

2
日
～
3
6
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
人
。
2
名
。

▽
以
気
技
帥
・
・
・
昭
和
2
3
年
4
月
2
日

ふ
Ｊ
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
電
気
主
任
技
術
者
ま
た
は
高

に
必
嬰
事
項
を
記

入
し
、
最
近
六
ヵ

月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
を
は
り
、

職
員
課
に
あ
り
ま

す
申
込
書
を
添
え
て
4
月
1
6
日
～
2
1

日
の
間
に
職
員
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

（
職
員
課
）
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固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧

や
さ
し
い
労
働
教
室

貸ボート塔の川にオープン

市
民
税
非
課
税
世
帯
対
象
に
新
設

高
校
の
支
度
金
・
奨
学
金
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み
ん
な
の
参
加
が
大
き
な
力
に

清
掃
の
仕
事
に
ご
理
解
を

毎
年
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
を
処
理
す

る
た
め
に
、
市
で
は
市
民
の
み
な
さ

1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
－
1
1
－
Ｉ

水分はよく

切って・‥

む
や
み
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
「
廃

棄
物
の
処
理
お
よ
ぴ
情
掃
に
関
’
ｐ
ｉ
Ｏ

法
律
」
に
よ
っ
て
厳
罰
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
大
き
な
ゴ
ミ
や
一
度
に
た
く

ん
の
ご
協
力
を
え
て
、
「
分
別
・
水

切
り
・
再
生
利
用
」
と
い
う
三
つ
の

ル
ー
。
ル
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
自

分
の
出
す
ゴ
ミ
に
責
任
を
持
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
各
ご
家

庭
で
こ
の
三
つ
の
ル
ー
ル
を
実
行
し

て
い
た
だ
ぐ
と
ゴ
ミ
の
量
も
叙
り
、

市
の
財
政
負
担
も
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。
今
後
と
も
次
の
妥
領
で
ご
協

力
ぐ
だ
さ
い
。

・
分
別
・
・
・
下
の
表
を
参
考
に
燃
え
る

ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
分
け

ま
し
ょ
う
。

・
水
切
り
・
・
・
流
し
の
三
角
コ
ー
ナ
ー

で
水
切
り
ぷ
干
分
に
し
、
さ
ら

に
ポ
丿
袋
の
す
み
を
切
り
、
手

さ
ん
の
ゴ
ミ
が
出
る
と
き
は
、
瓢
一
時

の
ゴ
ミ
収
集
（
有
料
）
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
清
掃
課
へ
ご
連
絡
の

う
え
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

で
軽
く
押
さ
え
る
と
三
分
の
一

以
上
の
量
が
叙
り
ま
す
。

・
再
生
利
用
・
・
・
市
の
古
紙
回
収
事
業

な
ど
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

捨
て
る
前
に
も
’
つ
一
度
利
用
方

法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ゴ
ミ
は
必
ず
収
集
日
の
当

日
に
定
点
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
燃

市
で
は
、
町
内
会
や
ｍ
治
会
な
ど

の
団
体
と
協
定
を
輔
ぴ
、
古
紙
一
ｎ

あ
た
り
五
円
の
報
償
金
を
出
し
て
回

収
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
の
叔
ｓ
と
資
源
の
再
利
用
を

は
か
ろ
う
と
害
台
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
っ
そ
り
山
や
川
に
ゴ
ミ

を
捨
て
よ
う
と
す
る
不
心
得
者
を
見

つ
け
た
ら
警
察
ま
た
は
、
清
掃
課
へ

お
知
ら
せ
ぐ
だ
さ
い
。

谷間に棄てられたゴミ

≫清掃特集≪

え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集

日
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
分
け
て
集

爆

古
紙
の
再
生
利
用
は
バ
ル
ブ
の
原

料
で
あ
る
森
林
の
保
存
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、

町
内
会
や
自
治
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ

し
尿
収
集
（
く
み
取
り
）
の
申
し

込
み
は
清
掃
課
ま
で
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。
転
入
や
移
転
な
ど
で
新
た

に
し
尿
収
集
を
申
し
込
ま
れ
る
場
合

覆
し
て
く
だ
さ
い
。

燃えるゴミと燃えないゴミに

必ず分けましよう1

Ａ
な
ど
の
市
民
団
体
で
す
。
ま
だ
取

り
組
ま
れ
て
い
な
い
団
体
は
、
十
分

話
し
合
っ
て
始
め
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
く
わ
し
く
は
市
役
所

清
掃
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

町内会で集めた古柾を回収

は
、
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
お
趨
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族
数
に
増
減

が
あ
っ
た
場
合
は
、
印
か
ん
と
恨
収

書
を
持
参
ぐ
だ
さ
い
。

切りとってよく見えるところに貼ってください

＊2人用｀650円＊

＊3人用800円＊

＊4人用1，000円＊

新しくご利用なさる方はー。ｊ■・。

お電話下さい。担当員がメニューをお届けしますから．お気に入りのご献立がございましたら．お好きな日だ

けで結構ですからご予約下さい。

ご予約を戴いた分，担当の仕入係が，その日の朝，市場で入札してまいりますから，新鮮そのもの，魚・肉・

野菜をお届けすることができます。ご結婚前のお嬢さん，またはベテランのお母さ。ん，ディナーサービスで料

理のレパートリーをもうと増やして下さい。ディナーサー‘ビスをご利用頂き合理化出来た分はレジャー，ロー

ン資金等にご使用下さって，よりたのしみの多い生活設計をお作り下さい。

料の配
お届けは，コー。スによって多少ずれがありますが，11時～4時までに
はお届け申しあげます。
お留守がちのお宅も，サービスボックス・（保冷箱）に入れてお届けし

ますから心配ございません。

より新鮮な自然の幸を

食卓までお届けする

京都府宇治市木幡中村29－1ＴＥＬ0774（32）4862代

718

京都デ＾・｝り・ｉｆス

ゴミの出し方

し
尿
収
集

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
古
紙
回
収
事
業

や
め
よ
う
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

住
み
よ
い
街
づ
く
り

お問合せは

宇治市清掃課まで

ＴＥＬ22－3141（代）

燃
え
る
ゴ
ミ

燃
え
な

い
ゴ
ミ

定期収集（無料）

で扱わないゴミ
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